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Part4. モバイル・ローズの必須知識          URL: https://yamachutech.com/en/ 
Online Promotional VTR https://youtu.be/T3YiHY6bwnY 

Mobile Rose の使用開始前に必要なポイントをまとめた資料です。 

本体附属の取り扱い説明書と合わせてご一読ください。 

1.内容 

1. 製品付属品 

2. 関連消耗品 

3. 安全に関する注意事項 

4. 各部品名 

5. 使用方法 

6. 細胞観察時の注意事項 

7. iPhone の取り扱い方法 

8. 観察後の標本作製 

9. 自動 LBC 塗抹標本作製装置（BD）など 

 

１．製品付属品                ２．関連消耗品 

３．安全に関する注意事項              

1.Mobile Rose は丈夫で水平なテーブルやワゴンの上に設置してください 

2.電源コードは必ず本体に付属しているものを使用してください。 

3. 電源コードを引っ張ると、内部の LED ライトから外れることがありますので、ご注意ください。 

4.観察ホルダーの中に液体や物を落とさないでください。 

5.スマートフォンを装着したまま本体を持ち運びしないでください。 

 *その他の注意事項は取扱説明書をお読みください 

４．各部名称 
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https://youtu.be/T3YiHY6bwnY


５．使用方法 

1.あらかじめスマートフォン充電し、本体スイッチを ON にします 

2.スマートフォンをスマートフォンホルダーにセットします 

3.カメラ APP のアイコンをタップします 

4.スマートフォンの位置調整を行います（”6.細胞観察時の注意事項“参照） 

5.焦点合わせ用ガラスビーズ入り VC チューブを観察ホルダーにセットします 

5.鮮明な画像が得られるように光量や焦点を調整します 

6.採取した FNA 材料入り容器の VC を下にして観察ホルダーに挿入します。 

7. 焦点合わせつまみで、細胞への焦点を調整します 

8.スマートフォンのピンチアウト機能で画像の拡大を調整します。 

9.観察により適正評価を行い、必要であれば撮像あるいは再採取します。 

6.細胞観察時の注意事項 

 
 

 



MR 観察は、斜光法による明暗のコントラストを利用して観察されます。細胞を観察する前に、以下のことに注意してください。 

★VC の表面にある小さな塵も白く観察され、細胞と混同されます。観察前には、ティッシュで VC 表面の埃をきれいに拭き取ってください。 

7.iPhone の取り扱い方法 

（機種により異なる場合がありますので、iPhone の説明書に従って操作を行ってください。） 

1．充電した iPhone の電源を入れます。 

2．あらかじめ登録した暗証番号を入力します。 

3．"設定 "アイコンを選択します。 

4．画面の明るさを調整します。 

5. 自動ロックを「しない」に設定します。 

（使用中に画面がロックされるのを防ぎます。） 

 
６．カメラアプリの立ち上げ 

ホームボタンを長押しすると、デジタルズームの目盛りが表示されます。半円形の目盛りを左右に動かして倍率を設定します。親指と人差し指で

ピンチアウト、ピンチインして倍率を設定することもできます。 

 
７．撮像 

あらかじめ容器に貼られた ID ナンバーなどをインカメラで撮影しておくと、画像の管理に便利です。iPhone には画像に番号などを入力する機能

がありますが、ROSE の現場で入力するのは不便です。必要に応じて、後日、インカメラ画像をもとにナンバリングすることをお勧めします。異

なる患者を区別するために、インカメラで容器の番号を撮影することで、画像の混乱を防ぐことができます。必要に応じて、動画も撮影すること

ができます。その場合は、「写真」から「ビデオ」に切り替えます。動画では、デジタルズーム倍率が約 30％ほど低下します。例えば、10 倍が

7 倍になります。 

8. ホームボタンを押すと撮影できます。 

9．撮影した画像を見る 

カメラアプリケーションの左下にある四角い画像をクリックすると、過去に撮影した画像を見ることができます。すべての画像は、インターネッ

ト環境下でパソコンに送信することができます。 

 

※モバイル・ローズに搭載する携帯電話は、iPhone を推奨しています。 

その理由は、Android 搭載のスマホは 3 分以内にカメラアプリがリセットされ、この時間を変更できないように設定されていますが、iPhone には

その時間制限がないためです。ただし、録画状態にすると制限はかかりません。さらに、Android 系スマートフォンはメーカーや OS が複雑なた

め、観測画像を追跡することが困難です。iPhone は Apple Inc.が製造し、OS は iOS で、世界中で標準化されています。 

 



6. 標本作製 

1. ビューキャップ付き遠沈管を遠心分離する 

遠心条件は、遠心分離機や材料,施設のルールによって異なるの

で、それに従ってください。例えば、1500rpm で 5～10 分、

2000～3000rpm で 3～5 分、など。 

2. 上清を捨て、ピペットで沈査を吸引し、スライドグラスに塗

抹する 

3. スプレーまたは滴下固定剤で本固定する 

MR 保存液は固定剤ではなく、保存剤です。 

MR 細胞保存液中の細胞は 1 ヶ月程度保存可能ですが、細胞を含

む細胞保存液は数日～1 週間以内に標本作製することを推奨しま

す。 

4.PAP 染色を行う 

 

7.LBC 自動塗抹標本作製装置（参考例） 

例として、BD 社の LBC 用自動塗抹・染色ユニットを紹

介します。LBC の検体作成には 2 つの方法があります。

沈査を直接スライドガラスに塗抹する方法とこのような

自動化ユニットを使用する方法です。LBC 薄層塗抹標本

は通常 12mm から 20mm の円の中に薄層塗抹標本を作

るので、スクリーニング時間が短くなるという利点があ

ります。 

 

 

 

 

★株式会社 山忠では、個別オンライン説明会のご相談、あるいはデモ機にてトレーニング（ZOOM 形式）を受け付けております。 

その他ご相談は下記メール、あるいは弊社公式ホームページより承っております。 

今後とも、ご支援ご愛顧のほど、宜しくお願い申し上げます。 

連絡先 Email:contact@yamachutech.com 

電話番号：0438-37-6193 （平日 10～12 時、13～17 時、日祝及び弊社指定休業日除く） 
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